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関する提言、第 1 節 これまでの各章を踏まえた総合考察、第 2 節 本論文の目的に関す
る考察、第 3 節 本研究の到達点と限界、第 4 節 今後の支援者支援学の方向性に関する







































































第 2章 本論文の構成 
第 2章では、本論文の全体構成を記述し、論文全体を鳥瞰できるように配慮した。そ
の上で、先行研究の概観をした。第 3章と第 4章で構成される。 
 




概念の相違点、類似点を整理した。第 3章は、以下のように構成される。第 3章 支援者
支援の諸概念、第 1節 支援者支援研究の初期段階、第 2節 支援者支援学あるいは援助

















究での概念使用の基本的な立場を明確に提示した。第 4章 共感疲労研究の概観、第 1節 
共感疲労研究の概観、第 2節 日本における共感疲労研究、第 3節 日本における共感疲




















































第 8章 共感疲労の「最適化水準モデル」について 











































































 最後に、第 5 節 支援者支援学における今後の課題として、以下の 5 点を整理した。1、
支援者支援学を構成する理論や概念は何か、2、支援者支援学を構成する概念のそれぞれの
関係性や活用などの実践、3、適用範囲の領域固有性と領域汎化性、4、ミクロレベル、メゾ
レベル、マクロレベルの観点からの支援者支援、5、支援者支援の時系列分析の必要性、を
指摘し、終章へとつなげた。 
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終章 おわりに 
終章では、支援者支援の意義について改めて触れ、支援者支援を強調することで、肝心の
支援者の磨くべき技法やアセスメントに必要な知識の獲得がおろそかになっては、本末転
倒であることを指摘した。その上で、『支援者支援技法』、『自己支援技法』という言葉はい
まだ十分には確立されていないが、今後さらに注目されていくべきであろうと展望を述べ
た。さらに、日本人の支援者としてのメンタリティが、海外、特に共感疲労研究が発展した
アメリカと大きく違うという点にも触れた。 
本論文で取り上げてきた、支援者の安定感やぶれない軸を持つ支援者の姿は、支援者支援
を行う人（支援者支援コーディネーターや支援者支援スーパーヴァイザー等）の姿にもつな
がることであろう。支援者支援学の体系と実践技能を駆使して支援者を支援する人を、さら
に支援する「支援のシステム」である。『支援の輪』ともいうべきこのネットワークは、こ
れからの支援者支援学の発展にとって、大きなテーマでもあり、また、実践課題であるとも
考えられる。このことを記して、本論文の、終わりとした。 
